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実践薬学分野 
論文 
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1. 手嶋無限, 竹嶋順平, 吉原律子, 松本幸子, 岩下淳二, 榊原隆三, 松坂誠應, 星野由雅, 中嶋幹郎：地域住民向け

アンケートを基にした多職種協働による在宅療養支援の現状把握と課題検証．九州薬学会会報 71: 21-25, 2017 

B-b  
1. 中嶋幹郎, 大山 要：後発医薬品の信頼性向上の取組として開発された T-LEX®法．ファルマシア 53: 787-789, 2017 

B-c  
1. 中嶋幹郎, 石井伊都子：教育の視座から－新たに改訂された薬学教育モデル・コアカリキュラムでの在宅医療教育．

（手嶋無限, 中嶋幹郎, 名倉弘哲, 狭間研至ら（編）：在宅医療の KEY & NOTE, 薬ゼミファーマブック, 川越, pp.26-31 所

収）2017 

2. 兒玉幸修，佐々木 均：抗ウイルス薬．（政田幹夫，佐藤 博，佐々木 均，寺田 智祐（企画編集協力）：新薬

展望 2017，医薬ジャーナル社，大阪，pp. 297-308 所収）2017 

B-d 
1. 中嶋幹郎, 手嶋無限, 松坂誠應ら：平成 24 年度文部科学省「大学間連携共同教育推進事業」選定取組「多職種協働

による在宅がん医療・緩和ケアを担う専門人材育成拠点」平成 24 年度→平成 28 年度最終報告書．（在宅医療・福

祉コンソーシアム長崎（編），長崎大学）2017 
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社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

中嶋幹郎・教授 編集委員会委員 日本薬学会 

中嶋幹郎・教授 評議員、専門薬剤師認定委員会委員長 日本在宅薬学会 

中嶋幹郎・教授 評議員 日本 TDM 学会 

中嶋幹郎・教授 評議員 日本ジェネリック医薬品学会 

中嶋幹郎・教授 理事 九州山口薬学会 

中嶋幹郎・教授 OSCE 実施委員会幹事会委員 薬学共用試験センター 

中嶋幹郎・教授 薬剤師試験委員会委員 厚生労働省 

 

競争的資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

中嶋幹郎・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
ヒト肝キメラマウスと大規模有害事象情報

を用いた薬剤性ヒト肝障害リスク予測法の

確立 

大山 要 
・准教授 

日本学術振興会 代表 挑戦的萌芽研究 

病変組織に沈着した免疫複合体の網羅的解

析法の開発と自己免疫疾患の組織解析への

応用 

大山 要 
・准教授 

日本学術振興会 代表 基盤研究（B）（一般） 

関節リウマチ特異的な免疫複合体のエピト

ープの精密特定と複合体形成制御薬の基礎

開発 

大山 要 
・准教授 

日本学術振興会 分担 挑戦的萌芽研究 

尿中免疫複合体の網羅的な解析結果に基づ

く尿路癌の新たな尿路再発予測モデルの構

築 

兒玉幸修・助教 日本学術振興会 代表 若手研究(B) 
医療用医薬品を素材とする多機能性ナノデ

バイスを用いた革新的遺伝子医薬品の開発 

兒玉幸修・助教 日本学術振興会 分担 基盤研究(A) 
遺伝子搭載自己組織化ナノデバイスを応用

した新規骨再生基質の開発 

兒玉幸修・助教 グラクソ・スミスクライン株式会社 代表 2017 年度 GSK ジャパン研究助成 
生体分解性ナノ DDS 製剤を基盤とした経肺

投与型肺線維症治療薬の開発 

 

特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

中嶋幹郎・教授 硝子体可視化剤 2005 年 
10 月 14 日 

2007 年 
4 月 26 日 

出願番号 2005-299760 
公開番号 2007-106704 

中嶋幹郎・教授 T-LEX 法（ヒト肝細胞キメラマウスを用いる

ジェネリック医薬品の安全性評価法） 
商標登録第 5617856 号 

2013 年 
3 月 12 日 

2013 年 
9 月 27 日 

商願 2013-17412 
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大山 要 
・准教授 

免疫複合体の網羅的解析方法および新規

関節リウマチバイオマーカー 
特許登録番号第 5924659 号 

2011 年 
9 月 29 日 

2016 年 
4 月 28 日 

出願番号 2011-215402 

大山 要 
・准教授 

中枢神経ループス（NPSLE）診断用バイ

オマーカー 
2013 年 

3 月 18 日 
 出願番号 2013-55543 

大山 要 
・准教授 

キノンを検出するための化合物および該

化合物を用いたキノンの検出法 
2013 年 

8 月 27 日 
 出願番号 2013-175654 

大山 要 
・准教授 

肺癌診断用バイオマーカー 
PCT/JP2015/69674 

2014 年 
7 月 24 日 

2015 年 
7 月 8 日 

PCT/JP2015/69674 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関係機関名 

中嶋幹郎・教授 非常勤講師（行動科学） 長崎歯科衛生士専門学校 
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